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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、円安株高、原油安また、政府及び日銀の経済政策・金融緩和

等の推進を背景に企業収益及び雇用状況が改善され個人消費も徐々に持ち直す見通しのなか、景気回復基調にて推

移したものの、中国・新興国経済の減速懸念もあり、依然先行きは不透明な状況が続いております。

このような状況の下、当社グループの売上高は６億８百万円（前年同期比21.7％減）、営業損失６千４百万円（前

年同期比７千３百万円の悪化）、経常損失は５千１百万円（前年同期比６千９百万円の悪化）、親会社株主に帰属す

る四半期純損失は５千８百万円（前年同期比６千５百万円の悪化）となりました。

セグメント別の業績については、次のとおりであります。

当社グループの主力であります函物及び機械設備関連事業におきましては、アーム関連製品については高付加価

値製品の拡販を進めることで堅調にに売上を確保することができております。しかし、１９インチラックに関して

はクラウド化に伴い、社内設備の需要が減少しております。さらに、再生エネルギー関連製品に関しても、買取価

格の下落により架台の需要が減少していることに起因し、予定通りの売上高を確保することができませんでした。

その結果、売上高は４億５千２百万円（前年同期比26.4％減）となりました。また、平成27年11月にサイネージに

特化したプライベート展示会を開催し、マイナンバー関連製品や新型スタンド、屋外筐体等の新製品を発表し、市

場への投入を行っております。

利益面につきましては、継続して高騰する原材料費の見直しや生産効率の向上、諸経費等のコスト削減に取り組

んでおります。しかし、社内製作製品の取り込みの減少により、大幅に売上高が減少したことで売上総利益が確保

できませんでした。以上のことから、セグメント損失（経常損失）は３千８百万円（前年同期比７千５百万円の悪

化）となりました。

一方、介護関連事業におきましては、引き続き国内の高齢化が進むなか、介護サービスの需要は高まっておりま

す。その一方で、各介護事業者に対して法令遵守を徹底した経営が求められるとともに、介護福祉士等有資格者の

人材確保が依然として困難な状況が続くなど、厳しい経営環境となっております。

このような状況の下、当社グループの在宅介護サービスにおきましては、訪問看護及び居宅介護支援の稼働率が

上がってはいるものの、通所介護、訪問入浴介護のサービスにおいて利用者が減少したことにより、売上高は１億

１千１百万円（前年同期比5.1％減）となりました。

また、地域密着型介護サービスにおける小規模多機能型居宅介護においては利用者が減少したものの、認知症対

応型共同生活介護は満床にて推移したことにより、売上高は４千４百万円（前年同期比0.2％減）となりました。ま

た、平成28年２月より杉並区松庵に新しい介護施設をオープンしております。

以上の結果、介護関連事業（在宅介護サービス及び地域密着型介護サービス）における売上高は１億５千６百万

円（前年同期比3.7％減）となりました。利益面に関しては、売上高は減少したものの、現サービスの充実及び新規

事業を見据えた人材の新規採用や設備投資を行う一方、諸経費等のコスト削減を行った結果、セグメント損失（経

常損失）は１千２百万円となり、前年同期比より６百万円の改善となりました。

（２）財政状態に関する説明

当第１四半期連結会計期間末の資産の合計は、48億７千１百万円となり、前連結会計年度末に比べて２億９千７

百万円減少いたしました。主な要因は、受取手形および売掛金が２億４千２百万円、現金及び預金が８千２百万円

減少したこと等によるものであります。

当第１四半期連結会計期間末の負債の合計は、18億６千２百万円となり、前連結会計年度末に比べて２億２千万

円減少いたしました。主な要因は、買掛金が１億７千万円、未払金が１億２千１百万円、長期借入金が２千７百万

円減少したこと等に対し、短期借入金が１億１千４百万円増加したこと等によるものであります。

当第１四半期連結会計期間末の純資産の合計は、30億９百万円となり、前連結会計年度末に比べて７千６百万円

減少いたしました。主な要因は、四半期純損失（純資産の減少）が５千８百万円、剰余金の配当（純資産の減少）

が１千９百万円あったことによるものであります。
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（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

平成28年９月期の第２四半期連結累計期間及び通期の業績予想につきましては、平成27年11月12日公表の業績予

想から変更ありません。
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２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

該当事項はありません。

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

該当事項はありません。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（会計方針の変更）

（企業結合に関する会計基準等の適用）

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日。以下「企業結合会計基準」という。）、「連

結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成25年９月13日。以下「連結会計基準」という。）及び「事業

分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号 平成25年９月13日。以下「事業分離等会計基準」という。）等を、当

第１四半期連結会計期間から適用し、支配が継続している場合の子会社に対する当社の持分変動による差額を資本剰余

金として計上するとともに、取得関連費用を発生した連結会計年度の費用として計上する方法に変更しております。ま

た、当第１四半期連結会計期間の期首以降実施される企業結合については、暫定的な会計処理の確定による取得原価の

配分額の見直しを企業結合日の属する四半期連結会計期間の四半期連結財務諸表に反映させる方法に変更しております。

加えて、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主持分から非支配株主持分への表示の変更を行っております。当該表

示の変更を反映させるため、前第１四半期連結累計期間及び前連結会計年度については、四半期連結財務諸表及び連結

財務諸表の組替えを行っております。

企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58－２項（４）、連結会計基準第44－５項（４）及び事業

分離等会計基準第57－４項（４）に定める経過的な取扱いに従っており、当第１四半期連結会計期間の期首時点から将

来にわたって適用しております。

なお、当第１四半期連結累計期間において、四半期連結財務諸表に与える影響額はありません。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成27年９月30日)

当第１四半期連結会計期間
(平成27年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 549,590 467,389

受取手形及び売掛金 775,209 520,330

商品及び製品 44,227 68,570

仕掛品 30,396 28,992

原材料 153,668 162,353

繰延税金資産 13,244 7,943

その他 30,706 42,101

貸倒引当金 △250 △250

流動資産合計 1,596,793 1,297,431

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 1,912,730 1,931,516

減価償却累計額 △935,200 △942,727

建物及び構築物（純額） 977,530 988,788

機械装置及び運搬具 623,316 624,666

減価償却累計額 △467,303 △475,051

機械装置及び運搬具（純額） 156,012 149,614

土地 2,197,294 2,197,294

リース資産 195,198 195,198

減価償却累計額 △80,873 △86,467

リース資産（純額） 114,324 108,730

その他 155,854 157,843

減価償却累計額 △136,552 △138,651

その他（純額） 19,302 19,192

有形固定資産合計 3,464,464 3,463,621

無形固定資産

リース資産 4,049 3,657

その他 4,099 4,593

無形固定資産合計 8,149 8,251

投資その他の資産

投資有価証券 30,330 34,070

繰延税金資産 - 91

その他 69,271 68,524

投資その他の資産合計 99,601 102,685

固定資産合計 3,572,215 3,574,558

資産合計 5,169,008 4,871,990
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(単位：千円)

前連結会計年度
(平成27年９月30日)

当第１四半期連結会計期間
(平成27年12月31日)

負債の部

流動負債

買掛金 315,720 145,569

短期借入金 720,000 834,000

1年内返済予定の長期借入金 181,160 164,360

リース債務 23,878 24,112

未払法人税等 4,888 4,279

賞与引当金 21,600 13,650

その他 318,612 214,885

流動負債合計 1,585,858 1,400,857

固定負債

長期借入金 195,079 167,644

リース債務 101,024 94,907

役員退職慰労引当金 108,966 109,867

繰延税金負債 50,123 49,861

長期未払金 40,083 37,869

その他 1,520 1,320

固定負債合計 496,796 461,468

負債合計 2,082,655 1,862,325

純資産の部

株主資本

資本金 395,950 395,950

資本剰余金 230,000 230,000

利益剰余金 2,469,184 2,390,362

自己株式 △15,240 △15,240

株主資本合計 3,079,894 3,001,072

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 6,459 8,592

その他の包括利益累計額合計 6,459 8,592

純資産合計 3,086,353 3,009,664

負債純資産合計 5,169,008 4,871,990
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第１四半期連結累計期間
(自 平成26年10月１日
　至 平成26年12月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成27年10月１日
　至 平成27年12月31日)

売上高 777,764 608,885

売上原価 550,856 444,501

売上総利益 226,907 164,384

販売費及び一般管理費 217,478 228,501

営業利益又は営業損失（△） 9,429 △64,116

営業外収益

受取利息 34 36

受取配当金 241 342

補助金収入 5,719 6,019

その他 6,406 10,096

営業外収益合計 12,402 16,494

営業外費用

支払利息 3,224 2,946

支払手数料 315 262

手形売却損 297 486

その他 8 32

営業外費用合計 3,845 3,727

経常利益又は経常損失（△） 17,985 △51,349

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前
四半期純損失（△）

17,985 △51,349

法人税、住民税及び事業税 1,130 3,625

法人税等調整額 9,785 3,931

法人税等合計 10,915 7,556

四半期純利益又は四半期純損失（△） 7,069 △58,906

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会
社株主に帰属する四半期純損失（△）

7,069 △58,906
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四半期連結包括利益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第１四半期連結累計期間
(自 平成26年10月１日
　至 平成26年12月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成27年10月１日
　至 平成27年12月31日)

四半期純利益又は四半期純損失（△） 7,069 △58,906

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 528 2,133

その他の包括利益合計 528 2,133

四半期包括利益 7,598 △56,773

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 7,598 △56,773
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　 該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　 該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間(自 平成26年10月１日 至 平成26年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）

報告セグメント 四半期連結損益計算書

計上額

（注）

函物及び機械

設備関連事業
介護関連事業

売上高

外部顧客への売上高 615,666 162,098 777,764

セグメント間の内部売上高又
は振替高

― ― ―

計 615,666 162,098 777,764

セグメント利益又は
セグメント損失(△)

36,448 △18,462 17,985

(注) セグメント利益又はセグメント損失(△)は、四半期連結損益計算書の経常損失と一致しております。

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間(自 平成27年10月１日 至 平成27年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）

報告セグメント 四半期連結損益計算書

計上額

（注）

函物及び機械

設備関連事業
介護関連事業

売上高

外部顧客への売上高 452,859 156,026 608,885

セグメント間の内部売上高又
は振替高

― ― ―

計 452,859 156,026 608,885

セグメント損失(△) △38,924 △12,425 △51,349

(注) セグメント損失(△)は、四半期連結損益計算書の経常損失と一致しております。

決算短信 （宝印刷）  2016年02月08日 11時21分 12ページ （Tess 1.40(64) 20150116_01）


